
子ども・子育て支援事業計画
（令和2年度～令和6年度）(案)

習志野市
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令和元年１０月３１日
第２回福祉問題審議会
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子ども・子育て支援事業計画

１．計画の概要

２．習志野市の現状

３．基本的な考え方

４．基本施策

５．必要量と確保方策
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習志野市



１．計画の概要

多様な子ども・子育て支援を

提供するための体制の確立

〇計画の趣旨
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急速な少子化の進行、家庭や地域を取り巻く環境の変化

一人ひとりの子どもが

健やかに成長することができる社会の構築

保育需要などに対する受け皿の確保
計画的な実施

習志野市



習志野市子ども・子育て支援事業計画

１．計画の概要

子ども・子育て支援法

市町村子ども・子育て

支援事業計画

次世代育成支援対策推進法

次世代育成支援対策

行動計画

「母子保健計画」「新・放課後子ども総合プラン」

「子どもの貧困対策推進計画」

〇計画の位置づけ
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１．計画の概要

法令の規定に基づき、令和2年から令和6年の５年間

平成27
(2015)

平成28
(2016)

平成29
(2017)

平成30
(2018)

令和元
(2019)

令和2
(2020)

令和3
(2021)

令和4
(2022)

令和5
(2023)

令和6
(2024)

習志野市子ども・子育て
支援事業計画（現計画） 習志野市子ども・子育て

支援事業計画（新計画）

〇計画期間
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8,201

7,914 7,720 7,566 7,468
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160,000
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平成28年

（2016）

平成29年

（2017）

平成30年

（2018）

平成31年

（2019）

令和2年

（2020）

令和3年

（2021）

令和4年

（2022）

令和5年

（2023）

令和6年

（2024）

令和7年

（2025）

令和8年

（2026）

総人口

就学前児童数

２．習志野市の現状

○総人口・就学前児童数の推移・推計

総人口は令和7年まで増加し、その後減少に転じる見込み

（総人口：単位：人）
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＜習志野市人口推計＞

（就学前児童数：単位：人）
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37.9%

23.4%

19.0%

12.6%

37.7%

56.4%

5.4%

7.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年度

（2018）

平成24年度

（2012）

フルタイム共働き フルタイム・パートタイム共働き 専業主婦（夫）家庭 その他

２．習志野市の現状

○就学前児童世帯の就労状況

共働き世帯が大きく増加

6.4ポイント増 18.7ポイント減
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＜習志野市子育て支援に関するニーズ調査＞

14.5ポイント増

習志野市
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平成31年
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２．習志野市の現状

○待機児童数の推移（保育所等）（各年4月1日現在）
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（単位：人）

待機児童の解消には至らず

施設整備などで定員拡大

習志野市
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２．習志野市の現状

○待機児童数の推移（放課後児童会）（各年5月1日現在）
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（単位：人）

待機児童の解消には至らず

施設整備などで定員拡大

全て上学年（小学4～6年生）
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49.5% 51.6%

19.8%
14.1%

51.6%
59.2%

9.0%
16.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

自宅 習い事 放課後児童会 放課後子ども教室

下学年（小学1～3年生） 上学年（小学4～6年生）

２．習志野市の現状

○就学児童世帯の放課後に過ごさせたい場所（複数回答可）

他市の実例も含め実施要望の意見多数10

放課後子ども教室の希望（特に上学年対策）

＜習志野市子育て支援に関するニーズ調査＞
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50.1%
57.7%
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20.0%

40.0%

60.0%

平成24年度

（2012）

平成30年度

（2018）

利用したい

２．習志野市の現状

○就学前児童世帯の不定期事業の利用希望
（一時保育、ファミリー・サポート・センター等）

利用施設拡大
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一時保育

意見多数

7.6ポイント増

予約方法改善

＜習志野市子育て支援に関するニーズ調査＞
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11.9%

1.5%

19.0%

2.9%

16.7%

7.5%

2.4%

15.3%

9.5%

17.3%

14.3%

38.7%

26.2%

16.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり親世帯

全体

区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 無回答

２．習志野市の現状
○世帯の可処分所得区分別構成比のひとり親世帯との比較（小学５年生・中学２年生）

12 全体でも約１割、ひとり親世帯の約半数が経済的に困難な可能性

世帯員
人数

可処分所得（世帯員全員の所得から税・保険料等を除いた額）

区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6

2人 ～ 85万円 85～175万円 175～260万円 260～345万円 345～430万円 430万円～

3人 ～105万円 105～210万円 210～315万円 315～420万円 420～525万円 525万円～

4人 ～120万円 120～245万円 245～365万円 365～485万円 485～605万円 605万円～

経済的に困難な可能性がある世帯（国が算出した貧困線の1.5倍）

１１.９％

４７.６％

＜習志野市子どもの生活に関する実態調査＞
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２．習志野市の現状

○子育て支援相談室への相談件数
早期発見
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（単位：件） 大幅な増加

○虐待相談対応件数
（単位：件）

大幅な増加 内容の複雑化

習志野市
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２．習志野市の現状

○ひまわり発達相談センター利用実人数
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（単位：人）
増加傾向

○個別支援計画作成・運用件数
（単位：件）

乳幼児期から学齢期への継続的な支援が必要

習志野市



２．習志野市の現状

〇次期計画の重点課題
１．待機児童対策（保育所等）

２．待機児童対策（放課後児童会）

３．放課後の居場所づくり（放課後子ども教室）

５．子どもの貧困対策（ひとり親も含めた対策）

６．児童虐待防止体制の整備
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４．在宅家庭も含めた預けやすい環境（一時保育）

７．発達支援の充実

習志野市



すべての家庭

３．基本的な考え方

〇基本理念

子どもの健やかな成長を

みんなのやさしさで支えるまち 習志野
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すべての子ども

地域社会

NPO法人
団体等行政

企業

教育・
保育施設

習志野市



３．基本的な考え方

自律力

家庭力

地域力

基本視点 基本目標

子どもが、自分の未来を見つめて

たくましく生きていく力を育む

家庭が、喜びや生きがいを感じながら

子育てできる力を持つ

地域社会が、子どもや家族・家庭を

やさしく見守り支える力を持つ
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４．基本施策
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〇重点課題への対応事業

１．待機児童対策（保育所等）

こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編

・市立こども園２園を整備（保育定員拡大）

・市立保育所３所を私立化（保育定員拡大）

教育・保育施設、小規模保育事業所の充実

・民間認可保育所等の誘致等（保育定員拡大）

習志野市



４．基本施策
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〇重点課題への対応事業

２．待機児童対策（放課後児童会）

放課後児童会の運営

・需要に応じた施設を整備（定員拡大）

・支援員確保に向けて、計画的に委託化を実施

習志野市

新たに、秋津、東習志野、袖ケ浦西、袖ケ浦東、

屋敷、向山、鷺沼で実施

これまで、津田沼、大久保東、藤崎で実施



４．基本施策
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〇重点課題への対応事業
３．放課後の居場所づくり（放課後子ども教室）

放課後子ども教室の実施

・放課後児童会との一体的整備

・放課後子ども教室を11小学校に整備

４．在宅家庭も含めた預けやすい環境（一時保育）

一時預かりの充実

・実施施設の拡大、予約方法の見直し

習志野市

大久保東小、秋津小、東習志野小、袖ケ浦西小、袖ケ浦東小、

藤崎小、屋敷小、向山小、香澄小、実花小、鷺沼小



４．基本施策
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〇重点課題への対応事業
５．子どもの貧困対策（ひとり親も含めた対策）

補足給付の実施
・給食費や教材費等に対する費用助成

学習支援の実施

・ひとり親も含む生活困窮世帯などへの学習支援

６．児童虐待対策

虐待の予防、早期発見と対策、防止

・子ども家庭総合支援拠点の設置

習志野市

・研修等の実施、児童相談所などとの連携を強化



４．基本施策
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〇重点課題への対応事業

７．発達支援の充実

ライフサポートファイルの活用

・幼児期から成人に至るまで切れ目のない支援を推進

巡回相談の実施

・幼稚園、保育園、こども園に出向き、

保育者と保護者を支援する相談を実施

習志野市



５．必要量と確保方策

就学前児童数と教育・保育の必要量（令和元年度）

毎年新しい１歳児の利用希望が増加

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計

就学前児童数 1,381人 1,419人 1,492人 1,578人 1,566人 1,518人 8,954人

教育必要量 555人 776人 817人 2,148人

構成比 35％ 50％ 54％ 24％

保育必要量 265人 643人 599人 638人 570人 524人 3,239人

構成比 19％ 45％ 40％ 40％ 36％ 35％ 36％
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５．必要量と確保方策

就学前児童数と教育・保育の必要量の見通し（令和６年度）

教育(３歳児)・保育の必要量が増加

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計

就学前児童数 1,265人
(△116人)

1,273人
(△146人)

1,252人
(△240人)

1,272人
(△306人)

1,286人
(△280人)

1,372人
(△146人)

7,720人
(△1,234人)

教育必要量 636人
(＋81人)

643人
(△133人)

686人
(△131人)

1,952人
(△196人)

構成比 50％ 50％ 50％ 25％

保育必要量 319人
(＋54人)

663人
(＋20人)

634人
(＋35人)

636人
(△2人)

629人
(＋59人)

670人
(＋146人)

3,555人
(＋316人)

構成比 25％ 52％ 51％ 50％ 49％ 49％ 46％
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3,239 3,410 3,541 3,544 3,561 3,555

2,148 2,329 2,272 2,147 2,036 1,965

8,954 8,736 8,570 8,201 7,914 7,720
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保育必要量 教育必要量 在宅等
（単位：人）

５．必要量と確保方策

就学前児童数と教育・保育の必要量の推計

教育の必要量は減（児童数減・構成比横ばい）

保育の必要量は増（児童数減・構成比増）
25
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469 469

77 107

546
576
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300

600

私立 市立 必要量（単位：人）

748

636

５．必要量と確保方策

教育（３歳児）の確保方策

不足分は、

市内私立幼稚園、

こども園及び

市立こども園に

おいて、

受入れ枠を整えます
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（仮）向山こども園開設

習志野市

令和2年度

（2020）

令和6年度

（2024）



令和2年度

（2020）

令和6年度

（2024）

3,340
3,798

304

3043,644

4,102

0

2,000

4,000

認可 認可外 必要量（単位：人）

3,410
3,555

５．必要量と確保方策

保育の確保方策
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（仮）向山こども園開設

習志野市

市立保育所の私立化・

民間認可保育所誘致等



５．必要量と確保方策
地域子ども・子育て支援事業の必要量と確保方策（３）

〇放課後児童健全育成事業（放課後児童会）
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1,000

2,000
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必要量 確保方策

（単位：人）
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余裕教室等を活用した施設整備

放課後子ども教室と連携

習志野市



33,580

13,943 10,863
20,646

25,321
16,381

11,170

36,500
31,536

40,880

25,321
19,564

11,972
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必要量 確保方策

５．必要量と確保方策
地域子ども・子育て支援事業の必要量と確保方策（１）

〇地域子育て支援拠点（こどもセンター等）

41,839

15,610
10,634

21,354 24,510
16,647

11,438
16,352

31,536
40,880

21,900 19,564
11,972

0

20,000

40,000
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必要量 確保方策（単位：人）

中学校区

（単位：人）

中学校区
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令和２（2020）年度

令和６（2024）年度

市全体では確保 区域別では不足

（仮）向山こども園に併せこどもセンターを開設

令和７（2025）年度（仮）藤崎こども園開設に向け準備

習志野市

きらっ子ルームおおくぼは、令和2年度

大久保こども園こどもセンターへ移転



５．必要量と確保方策

地域子ども・子育て支援事業の必要量と確保方策（２）

〇一時預かり事業（幼稚園在園児以外の利用分）

23,667
20,914

18,803 20,789

0

10,000

20,000

令和2年度

（2020）

令和6年度

（2024）

必要量 確保方策（単位：人）

30 予約方法の改善策を検討

（仮）向山こども園整備に

併せ一時保育を実施

地域ニーズを考慮し、実施施設の拡大を検討

習志野市



○今後の予定

パブリックコメント

１１月１５日～１２月２０日

31

１１月１６日・１７日 説明会（各公民館）

１月２２日 教育委員会にて審議

策定

習志野市


